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嶋根克己学生部長からのメッセージ

秋の「収穫」に向け、有意義な夏休みを

6月初旬に予定された青衿祭が、はしかの流行で延期された。そのため黒門祭、青衿祭が7月に相次いで

開催されるという本学始まって以来の学園祭ラッシュとなった。

社会学的にいえば「祭り＝祝祭」にはいくつかの機能が考えられる。日常的な時間が続くと、社会や集団の

活力が失われる（＝ケガレ）ので、非日常的なイベント（＝ハレ）を行うことにより、集団的活力を回復させる

という考え方がひとつ。前代未聞の“はしか休校”で延期された青衿祭が大いに盛り上がれば、病魔は退

散するというわけである。

もう少し祭りの機能を考えてみよう。非日常的な時間では、共同的な一体感の中で、日常的な秩序や思考

を超越して、新たな理念や知識が創造される場合がある。それまでの歴史や伝統を踏まえつつも、それを

乗り越える巨大なエネルギーの源泉となるのである。そして多くの場合、そのエネルギーの担い手となるの

は若者であることが多い。

夏休みは、秋以降の収穫に向けて、なくてはならない「みのりの時期」。学生時代に4回しかない夏期休暇

を有意義に過ごすことを期待している。

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html


節電・節水を呼びかけるステッカー

<1>照明スイッチ周辺

<2>水道蛇口周辺
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省エネに協力を ― 環境問題に意識を向けよう！

近年、地球環境問題や、資源・エネルギー問題が深刻になっています。その対策として「エネルギーの使

用の合理化に関する法律（省エネ法）」を指針とした省エネの推進や「地球温暖化対策の推進に関する法

律（温対法）」を基にした温室効果ガスの削減が、国を挙げて進められています。

生田キャンパスの昨年1年間での電力使用量は、1495万キロワット

（2006年度、一般家庭の約3300世帯分、CO2換算で約5500トン）でし

た。生田キャンパスでは04年度1501万キロワット、05年度1480万キロ

ワットの電力を使用しています。これまで旧型の照明器具を電力消費

量の少ない新型に改めるなどハード面の対応を行ってきましたが、さら

に消費量を削減するためには、それ以外の方策も進めることが今後の

省エネには必要になってきています。

本学では05年度に省エネルギー推進委員会を発足させ、次のような

協力事項を挙げて、まず教職員から省エネを推進してきました。

「授業、業務等で部屋を空室にして離れるときは、照明と空調のスイッチを切る」「事務室等で休憩や残業

のときは、照明の点灯数を減らす」「パソコンの電源は、使用しないときは切る」。また、「事務室等での設

定温度を冷房28℃・暖房20℃にする」といった運動も行っております。

現在、各教室やゼミ室などに電気スイッチＯＦＦを呼びかけるステッカー、洗面所に節水を呼びかけるス

テッカー（<1>、<2>）を貼付するなどして学生の皆さんへ向けた省エネ運動の啓蒙もしております。

これまで以上の削減を実現するには教職員だけでなく、学生の皆さんの協力が必要です。皆さんも「省エ

ネ」への意識を高め、できることから実行に移してみてください。

（管理課）

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html
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2007年度 学生数（学部・大学院）
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日本行政書士会連合会に協力

本学は日本行政書士会連合会との覚書による大学院法学研

究科特別履修生（科目等履修生）を受け入れている。

今年度は40人が制度を活用し、要件事実と事実認定をテーマ

とした宮岡孝之教授の大学院授業科目「法律学応用特論」を

受講している＝写真。

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html
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やさしい英語による経済学講座

ダブリン大学・オコナー助教授講演

シリーズ「やさしい英語による経済学講座」（全5回）が6月16日から生田キャン

パスで開講された。

講師は経済学部客員教授でダブリン大学ユニバーシティカレッジ生物・環境

科学部経済学科のディアドゥレ・オコナー助教授＝写真。第1回は「世界経済

の発達におけるアイルランドの役割」をテーマに講演。めざましい経済成長を

遂げているアイルランドが試みる、他の先進国とは“ひと味”違う途上国支援

について語った。約40人の聴講者が熱心に聴き入った。

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html
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セクシュアル・ハラスメント防止委員会から

人間性を尊重しあって

私たちは、男性も女性もともに学び、ともに、研究・教育を行うという理想的な大学であることを目指して、

今までの男性優位の世界の中で起こりがちであった、「性的いやがらせ」を無くすために活動しておりま

す。セクシュアル・ハラスメントの被害に対する相談を受けつけ、一定の基準にしたがって解決に向けた努

力を行い、啓蒙・啓発活動にも努めております。私自身は、ゼミの構成員の人選でも、できるだけ女子と男

子の数を同数にして、共同して勉学できるように努めています。女子学生は、いきいきと勉強にクラブ活動

にと取り組んでいる人が多く、非常に頼もしく思っています。

でも、女性の研究者はまだまだ少なく、門戸も平等には開かれていないという感じがします。私は、「女性

科学研究者の環境改善に関する懇談会」の事務局長をしていますが、今や教育における性差別は、女性

の人権問題だけでなく、大きな経済損失をもたらすと評価されています。女性が専門分野に進出すること

で、より科学を発展させうる人材を確保できます。男女がお互いにその能力を尊重しあい、暴力による支配

を恥ずべきものと考える人間関係の作り方を小さいころからマスターするならば、児童虐待もいじめもドメ

スティック・バイオレンスもない平和な世界が実現することでしょう。

女子学生も男子学生も人間関係を円満に結びうるスキルを切磋琢磨（せっさたくま）し、お互いの人間性を

尊重しあって生きることが幸せな生活を保障するのです。

（岩井宜子）

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html
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≪健康フラッシュ≫

間に合うよ！友達づくり

時は今、試験準備の真っ最中。でも前期は試験実施科目が多くないのでもう夏休みという人もいるでしょ

う。

振り返れば新学期はガイダンス、各種手続きと何かとあわただしく、5月の連休でほっと一息、明けて日常

のリズムができるかと思った矢先の麻疹休講と、今年はなかなかペースにのれないうちに現在に至る人も

いるのではないでしょうか。もしかして、ずるずると休み続けてしまったかも…？

もし、前期中あまり学校に出られなかったとしても、もうだめなんて思わないで！ 半期科目は後期から新た

なスタートとなるわけですし、通年科目でも挽回（ばんかい）できるものもあるはず。登校再開のお手伝いに

は、学生相談室をご利用ください。

ところで、どうして大学に出てきにくかったのでしょう。なんとなく億劫（おっくう）で？ 張り合いがなかった？

友達をつくりそこねた、もう仲間はできないと思いこんでいませんか？

1年次生は、入学後まず群れをつくります。でもそのうち「本当は気が合わない」、「無理して付き合い疲れ

る」、など徐々に友達再編成が起こってきます。だから「気づくと皆グループになっていた」というのも一時の

こと。授業科目の変わり目、ゼミの始まりなど、友達づくりのチャンスは何度も訪れるのです。大学主催の

行事への参加もよいきっかけになります。

学生相談室の3つのワークショップは、ずばり仲間づくりのお役立ちメニューです。申し込みはまだ間に合

います。予定がなければ、ではなく予定を空けてでもぜひ！

（学生相談室）

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
http://www.senshu-u.ac.jp/koho/ns-web/ns-web.html
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